10. 液体Se-Te系の音速(京都大学理学部物理学第1教室,修士論文アブストラクト(1981年度)) by 滝本, 清
Title10. 液体Se-Te系の音速(京都大学理学部物理学第1教室,修士論文アブストラクト(1981年度))
Author(s)滝本, 清
























































切ったあとに,磁気余効が残 り時間に対して log との形で減衰していく｡
磁気余効に対する説明としては,次のようなモデルが考えられている｡資料中のスピン系が
或る独立な部分に分かれ,各部分は自発磁化を持ち,それぞれの場所で異方性磁場を感じ,そ
のために準安定な状態を持っている｡ 磁場 を加えると,各部分はそれぞれの場所での異方性磁
場に応じて,準安定な状態に移るものもあり,磁場を切ったあとでも或る時間の間,準安定の
状態にとどまる｡
最近CuMnについて,磁気余効があたかも一つの双極子のようにふるまい,それに対して巨
視的な異方性が定義できるという実験が,磁気余効のヒステリシス,磁気余効のある場合での
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